
「日本財団海洋教育促進プロジェクト　海と地域のつながりを見つける『うみやまかわ新聞』の制作事業」

6,852島からなる島国・日本には、多様な「海」「山」「川」があり、
歴史や文化を育んできた「水のつながり」があります。

『うみやまかわ新聞』は、地域のうみ・やま・かわをテーマにした新聞づくりを通して、
海と島でできた日本を多面的な角度から考え、学ぶ、小学校高学年向けの総合学習プログラムです。

2016年度も全国各地の小学生が取り組んでいます。

＜2 016年度実施地域＞
［全国 14地域（小学校：1 1校／地域：3地域）］

新聞づくりを通して海と島でできた日本を学ぼう！

『うみやまかわ新聞』の導入方法や詳細、授業の模様は公式ホームページをご覧ください。

北海道利尻町

地域導入
実施学年：3～6年生

千葉県いすみ市

いすみ市立太東小学校
実施学年：6年生

東京都江戸川区

江戸川区立
二之江第三小学校
実施学年：6年生

山梨県北杜市

地域導入
実施学年：4・5年生

長野県木曽町

地域導入
実施学年：5・6年生

滋賀県近江八幡市

近江八幡市立沖島小学校 
実施学年：3～6年生

岡山県真庭市

真庭市立落合小学校
実施学年：6年生

愛媛県上島町

上島町立弓削小学校
実施学年：6年生

高知県佐川町

佐川町立尾川小学校
実施学年：5・6年生

長崎県対馬市

対馬市立豊小学校
実施学年：5・6年生

沖縄県うるま市

うるま市立津堅小学校
実施学年：3～6年生

鹿児島県和泊町

和泊町立大城小学校
実施学年：6年生

大分県日田市

日田市立津江小学校
実施学年：6年生

鹿児島県屋久島町

屋久島町立金岳小学校
実施学年：4・6年生
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『くじらとくっかるの島めぐり　あまみの甘み あまみの香り

～奄美大島・喜界島・徳之島・沖永良部島・与論島と黒糖焼酎をつくる全25蔵の話』

鯨本あつこ、石原みどり 著

（西日本出版社／1,400円+税）

島と酒が大好きなあなたに
　焼酎に日本酒、ワイン、ビール、ウイスキーなど。日本列島の各地では、

さまざまな「酒」が造られている。杯を交わす大人たちは、その一杯に心を癒し、

仲間との会話を楽しみ、祈りとともに神に捧げることもある。

　九州と沖縄の間、南北200kmの海に連なる奄美群島の５島には、この地域だ

けで造られている島酒がある。それは「黒糖焼酎」といい、主な原材は黒糖と米。

南の島にそよぐサトウキビからつくられる黒糖は、優しく、自然で、コクの

ある甘さが楽しめて、そのまま食べてもおいしい。そんな黒糖をたっぷり使っ

た黒糖焼酎は、黒糖ならではの甘い香りが味わえるが、驚くなかれ、蒸留酒

であるがゆえ糖質はゼロ。黒糖だけにどんな料理にもぴったり合うヘルシー

な酒として、酒好きの間で密かに人気を集めている。

　ちなみに、日本で飲まれているアルコール飲料のうち、焼酎類が占める割

合は10％。芋焼酎や麦焼酎が大半を占めるなか、黒糖焼酎のシェアは全焼酎類

の2％弱という、稀少な酒でもある。

　『あまみの甘み あまみの香り』は、離島経済新聞社が誇るふたりの呑んべえ

が、奄美群島の5島と黒糖焼酎蔵をめぐり、綴ったエッセイ本である。「シェ

アの少ないものの良さを伝えるのはなかなか力のいる仕事である」（著者あと

がきより）。しかしながら、黒糖焼酎が持つ甘みと香りは、奄美の島々を知る

ための大事なキーワードであり、奄美群島を知らない人にはあまり気付かれ

ていない、あるいはたまたま知られていないだけの、とっておきの宝である

ことに、ふたりの著者は気がついた。そして、酒を追いかけて島をめぐるうち、

著者はさらに気づく。「黒糖焼酎は今が飲みどきである」と……。

　本著には、日本の離島に詳しい「くじら」が見た奄美群島の魅力と、奄美群

島と酒に詳しい「くっかる」による島酒造りのマメ知識をたっぷり収録。島々

をめぐるふたりが出会った島人や、黒糖焼酎の造り手たちとのやりとりから

は、観光情報だけでは得られない、島の表情が読み取れるはず。

　まだ奄美を知らないあなたにも、奄美ファンのあなたにも、島に暮らすあな

たにも、島と酒が大好きな人におすすめしたい1冊は、ぜひ島酒を片手に読み

進めてほしい。

著者プロフィール

くじら
離島経済新聞社統括編集長。お酒が大好きで理科と体育が苦手。感覚で生きる芸術家タイプ。
ねこの姿をしているのは自由気ままに動きまわるあまり「ねこか」と言われるため。
「くじら」はペンネームの鯨本に由来。

くっかる
離島経済新聞社島酒担当記者。奄美大島に７年暮らし、奄美黒糖焼酎の「語り部」資格を保有。
お酒を学術的に語る研究者タイプ。
「くっかる」は夏場に奄美群島へ飛来する「リュウキュウアカショウビン」の方言名に由来。

地域コーディネーターが日々の授業レポートアップ中！

新聞づくりを通して海と島でできた日本を学ぼう！
 『うみやまかわ新聞』公式ホームページ  

www.umiyamakawashinbun.net
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